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視覚障害学生の職業興味について(Ⅲ）

石田久之

(教育方法開発センター）

要旨

本研究は、職業に対する興味・態度が、視覚情報の欠如、或いは、減少等から影響を受けるのか否かに

ついて検討した。

調査対象者は、視覚障害者114名と健常者92名であり、ＶＰI職業興味検査【改訂版】を用いて調査を行

った。

健常者に比べ、視覚障害者においては、特に、福祉、教育などに関わるものへの興味が低く、逆に職業

自立に直接的に関わるような職業への関心が強かった。視覚障害者群内で、弱視と全盲の間に違いは見ら

れなかった。

また、職業に対する心理特性の内的構造を尺度間の相関としてみたとき、三者間に際立った違いは認め

られなかった。

キーワード

視覚障害職業興味

はじめに を検討することを目的とした。

具体的には、職業興味検査を用い、健常者、弱視者、

全盲者の間で、様々な職業に対し興味があると回答した

数、尺度間の相関を検討した。

１．

自らがどの様な職業に適性を有し、実際にやっていく

ことが出来るのかということについては、高等学校や大

学などの教育課程を修了するあまり早くない時期に決め

るのが、一般的である。しかし、職業への関心・興味は、

漠然とした形ではあっても、幼い時期から、生じるもの

である。近くは、親・兄弟の職業、日常、目・耳にする

もの、また、テレビや本など、様々なメディアからの情

報にさらされ、人間としての自立という考えまでは至ら

ないにせよ、関心・興味を膨らませていくものである３１．

しかしながらこの様なことを考えると、情報の入手が

困難な場合、職業への関心・興味はどうなるのであろう

か。

視覚障害者は“情報障害，，といわれる。視覚による

様々な情報の入力は膨大な量であり、これに障害がある

場合、そのハンディキャップもまた、深刻である。様々

な障害補償機器などが、開発されているが、健常者の視

覚を完全に補えるものはない。特に視覚情報というもの

は、受動的にも絶え間なく入力されている。駅で見ると

もなく見る広告など良い例である。

このように視覚障害者においては、様々な情報が入力

されないままとなっており、このことは職業への興味・

関心においても、同様な結果を生じさせることになる。

本研究は、この様な情報入力の著しい偏りから、視覚

の有無により職業への興味・関心に違いがあるのか否か

２．方法

２．１調査対象

く素点〉

素点についての調査対象は、短期大学に在籍する視覚

障害者114名(男性82名、女性32名)と大学に在籍する健

常者36名(男性12名、女性24名)とした。視覚障害群は、

全盲者23名(男性18名、女`性5名)及び弱視者91名(男性６４

名、女』性27名)であった。

<尺度点〉

尺度点については、健常者を92名(男`性31名、女性６１

名)とした。視覚障害群については、素点での検討と同

様である。

２．２職業興味検査

職業に対する興味、態度を測定する検査として、

｢VPI職業興味検査【改訂版】」を用いた。これは、１６０

の具体的な職種に対する興味・関心の有無を回答させる

ことにより、６種の職業興味領域に対する個人の興味・

関心の強さを測定するとともに、あわせて個人の心理的

傾向を５領域について把握しようとするものである。

各尺度の種類とその内容は以下の通りである。

1９９



TsukubaColIegeofTechnologyTechnoReport，１９９９Ｎｏ．６

《興味領域尺度》

・現実的：機械や物を対象とする具体的で実際的な仕事

や活動に対する好みや関心の強さを示す。

・研究的：研究や調査などのような研究的、探索的な仕

事や活動に対する好みや関心の強さを示す。

、社会的：人に接したり、奉仕したりする仕事や活動に

対する好みや関心の強さを示す。

．`慣習的：定まった方式や規則に従って行動するような

仕事や活動に対する好みや関心の強さを示

す。

、企業的：企画や組織運営、経営などのような仕事や活

動に対する好みや関心の強さを示す。

、芸術的：音楽、美術、文芸など芸術的領域での仕事や

活動に対する好みや関心の強さを示す。

《傾向尺度》

・自己統制：自己の衝動的な行為や考えをどの程度統制

しているかを示す。

・男性-女性：伝統的な性役割にどの程度こだわっている

かを示す。

・地位志向：社会的威信や名声、地位や権力をどの程度

重視するかを示す。

・希有反応：職業に対する見方がどの程度ユニークであ

るかを示す。

・黙従反応：どの程度幅広くさまざまな職業に関心をも

っているかを示す。

２．３実施方法

検査及び回答の集計は、「VPI職業興味検査手引【改

訂版】検査の実施及び採点の方法」にそって行った。

回答の仕方は、興味・関心がある職種については“は

い(Y)”に、ないものについては“いいえ(N)，，に印を付

け、どちらとも言えないものは無印のままにしておくと

いうものである。

なお、全盲者用には検査を点訳した。

集計後の処理は、どちらともいえないという回答(無

印)を“いいえ”と同様に扱い、健常群、視覚障害全盲

及び弱視全三群間について、各職業毎に、“はい，，と

"いいえ”の度数の偏りについてカイ自乗検定を行い、

各尺度間の内部相関を検討するために、相関係数を算出

した。

た。これらについて、残差分析を行った。結果を表２に

示した。

２８種の職業をを分類すると次のようになった。

健常群の興味の度数が、視覚障害群(全盲群、或いは、

弱視群、或いは両二群)よりも多い職業で、幼稚園教員、

臨床検査技師、言語治療士、青少年指導員、臨床心理学

者、児童福祉キャンプ指導員、カウンセラー、看護婦

(士)、精神科ケース・ワーカー、薬剤師、ソーシャル・

ワーカー、非行少年補導員の12種であった。

視覚障害群の興味の度数が､健常群よりも多い職業で、

マッサージ師、無線技師、電子計算機オペレーター、物

理学者、電気技師、自動車整備士、機械技師の７種であ

った。

全盲群と弱視群とで傾向が異なる職業で、写真家、理

学療法士、社会科教師、発破係、国語科教師、福祉事務

所所長、ディーゼル機関士、音楽家、新聞記者の９種で

あった。

３．２各尺度点について

表３は、１１の尺度について、健常、弱視、全盲３群の

それぞれの平均と標準偏差を示している。分散分析の結

果、表４に示すように、社会的興味領域尺度

(F(2,203)＝25.724,ｐ＜01)、男性一女性傾向尺度

(F(2,203)＝１２０６９，ｐ＜､０１)、希有反応傾向尺度

(F(2,203)=3167,ｐ<05)の３つの尺度で群間に有意な差が認

められた。これらについて、ＬＳＤ法による多重比較を行

ったところ、社会的興味領域尺度と男性-女性傾向尺度

では健常と弱視、健常と全盲で、希有反応傾向尺度につ

いては健常と弱視の間で有意差が見られた。

３．３尺度間の相関について

表５～７は、尺度間の相関を示したものである。健常

群(表5)においては、興味領域尺度の全ての組み合わせ

において、正の相関を示した。これらは、全て統計的に

有意であった。傾向尺度において、自己統制傾向尺度は

他四尺度と、男性‐女性傾向尺度は黙従反応以外の他三

尺度との間で正の有意な相関が見られた。更に、黙従反

応傾向尺度は、興味領域の全六尺度と正の有意な相関を

示した。

弱視群(表6)においても、興味領域尺度の全ての組み

合わせにおいて、正の有意な相関を示した。傾向尺度に

おいては、黙従反応と男性-女性・希有反応以外の尺度

間で正の有意な相関が見られた。更に、黙従反応は、興

味領域の全六尺度と正の有意な相関を示した。

全盲群(表7)では、興味領域尺度の全ての組み合わせ

において、正の相関を示した。この中で1％水準で統計

的に有意な相関は芸術的と現実的、芸術的と研究的、企

業的と社会的、企業的と慣習的の各尺度間、５％水準で

３．結果

３．１各職業への興味について

表ｌは、160の職業全てについて、カイ自乗検定を行

った結果である。健常、弱視、全盲の３群に関して、

"はい，，と“いいえ”の回答の度数の偏りを検討した。

統計的に有意な人数の偏りを示したのは28種であっ
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表］カイ自乗分析結果

dｆカイ自乗値 職業 dｆカイ自乗値職業

小説家２

バワーショベル運転工２

人類学者２

結婚カウンセラー２

信用貸付調査係２
テレビ・プロデューサー２

商業デザイナー２

動物調教師２
セールスマン２

栄養士２

レジ係２

測量技師２

動物学者２
小中学校校長２

法廷速記者２

ホテル・マネージャー２

フリー・ライター２

スタントマン(映画等）２
商社員２

工場長２

ホテルのボーイ・メード２

建築設計技師２

化学者２
青少年指導員２

銀行窓口出納員２

会社社長２

編曲者２

競馬騎手(ジョッキー）２
研究員２

プ□ゴルファー ２

銀行頭取２

無線技師２

研究所所長２

臨床心理学者２

税理士２

レストラン支配人２

イラストレーター２

オートバイ，レーサー２

理学療法士２

各省局長２

郵便配達員２

システム・エンジニア２

科学評論家２

社会科教師２

公務員２

司会者２

肖像画家２
発破係２

警察官２

判事２
機械工２

学芸員(博物館）２

精神科ケース,ワーカー２

給与係事務員２

政治家２

劇作家２

テスト・パイロット２

スポーツ指導員２

物理学者２

トラック運転手２

電気技師２

考古学者２
職業相談員２

銀行監査係２

セールス・マネージャー２

漫画家２

自動車レーサー２

薬剤師２

ソーシャル・ワーカー２

販売事務員２

自動車整備十２

天文学者２

非行少年補導員２

会計監査舅２

広告業者２

音楽家２

放射性廃棄物取扱技術者２
新聞記者２

機械技師２

バーテンダー２

５．８３８

２１２８

．１８７

１２２０

４．８ｓ８

．１７５

２Ｇｍ

１．１８８

３．４８５

３８１９

．６０９

１．４１４

１．５３４

１９５２

４．９６８

．Ｓｇ３

ａＢ５５

１．８６５

３４４４

．６５３

３８０４

２３９４

２０７２

７．９５４掌

１．８７７

．３１１

５．６６８

４．１５３

．７６０

５１７０

２．４６１

１２５１２＊＊

、１６３

１３．１３１率＊

３．４１８

ａｌ５０

ａＢ７５

ａ７Ｓ５

１ａＯｇ７掌．

５０２

．８０７

３．４４２

．１０３

６５０７率

５．３６１

８７４

．３３３

７．８１７＊

１．１７３

２．０９１

４．７７４

３４０４

１２２２９＊＊

、７３４

．５０２

１．６８４

２５８７

．ＯＢＯ

６．９１０．

．５７１

７．１１５．

．８７６

２６５８

．４３９

．１９４

２８２２

２．０７２

７６８９率

２１２０６＊＊

、９１７

１２．９８０…

ａ５ｇＢ

１ａｇ７７…

２．５２１

１．６５３

６０３２画

８１３

６０７０．

ＢＢＢ３噸

３０６フ

ジャーナリスト

私立探偵
レストラン従業員

シナリオライター

小売店員

出札係

写真家

ユーモア作家

インテリア・デザイナー

外交官

航空機整備員

気象学者

社会学者

簿記事務員

相場師

詩人

潜水±

芸能人

航空機操縦士

弁護士

野生動物保護監視員

生物学者

高校教師

秘書

商品仲買人(バイヤー）
オーケストラ指揮者

建築物解体業者
獣医

幼稚園教員

医師

葬儀師

演出家

ディスク・ジョッキー

出荷・受荷係事務員

犯罪心理学者

保健事務員

清掃員

集金員

ガソリンスタンド従業員

マッサージ師

大工

臨床検査技師

言語治療±

公認会計士
知事

文筆家

消防士

経営コンサルタント

美容師

国語科教師

国連職員

植木職

科学雑誌編集者

福祉事務所所長

電子計算機オペレーター

チェーン店社長

声楽家

麻薬取締宮

宇宙飛行士

スチュワーデス

大学教授

長距離バス運転手

地質学者

児童福祉キャンプ指導員

プログラマー

不動産外交員

作曲家

登山家

料理長

総務部長

プレイガイド従業員

ディーゼル機関士

植物学者
カウンセラー

原価計算係
広報課長

彫刻家

探検家

スタイリスト

看護婦(±）

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３８１３

５．ｓ２８

５．２６４

４．７００

０１４

８４ｓ

1０１５９

３．４４２

１６８２

４２８０

１６４１

１６４６

１．２８９

４．０６７

．４５５

５０２８

２５０６

１４２５

．６５１

３０１５

１．７４１

３７９７

３３００

４．３３７

１３８５

．７５２

３７３９

．３３５

２１．４３２

８．２１０

３６７７

０６１

．Ｓ９４

Ｄ３５

ａ２ＢＢ

１．４１４

．１５２

１．０６０

．２１１

１３．３６６

．８０７

１５．２３９

１７．４９２

２．５８７

．０１５

５０２８

．９０７

．３４８

４．３０７

９．２６９

１．１０５

．９８１

１．４６９

１１．１３８

７０６８

．１６３

ａ５７８

３６３６

１．６１９

５．８１８

．１１５

．３８２

．２５３

１８．５１３

１６１２

１．１２５

３４４９

．３４８

０３１

１．１６８

３．４５２

６２９１

１．０１０

１２８４４

１２９５

．８５５

．５０５

２．６０５

４１４４

８．６５７

＊

＊＊

中中

水本

＊＊

＊

＊

＊

＊

*：ｐ＜０５，＊蟻：ｐ＜０
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表２残差分析結果

ソーシャル・ワーカー幼稚園教員

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ４ｓ１９＊＊‐３０３１＊＊‐I４３４

ＮＯ‐４．ｓ１９率＊３０３１…１．４３４

ＹＥＳ４５２１掌＊‐２５６ｓ噸－１．９５Ｓ

ＮＯ‐４．５２１寧宰２５６ｓ＊１ｓ５３

臨床検査技師 非行少年補導員

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳａＢｇ７＊＊‐２．５９２率＊‐１．１６４

Ｎ０‐３．８９７＊幸２．５９２寧率１．１６４

YＥＳ４３４９＊準一２８８フ＊＊‐ｌ３０Ｂ

ＮＯ‐４３４９＊＊２８８７噸掌１．３０６

言語治療± マッサージ師

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ４０４５率率－２０９７＊‐２．０１９噸

ＮＯ‐４０４５率＊２０９７率２０１９．

YＥＳ‐３６５３率卒２．６８１掌＊

ＮＯａ６５３率＊‐２６８１．＊

７４８

－．７４８

青少年指導員 無線技師

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

YＥＳ２６８１…‐１２６９

Ｎ０‐２．６８１＊＊１２６９

－１．５０４

］５０４

ＹＥＳ‐２７２８．．

Ｎ０２７２８＊＊

､３２７

－．３２７

２８４ｓ…

－２８４９…

臨床心理学者 電子計算機オペレーター

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳａ５７０＊＊‐２．９５７．＊

ＮＯ‐ａ５７０率＊２９５７…

-２６９

．２６９

ＹＥＳ‐２．４７２．１０５Ｏ

ＮＯ２４７２．‐］０５０

１５５１

－１．５５１

児童福祉キャンプ指導員 物理学者

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ４．２８１＊＊‐２．７１６準＊‐ｌ４５ｇ

ＮＯ‐４２８１率＊２．７１６寧寧１．４５９

ＹＥＳ‐２０５５＊

ＮＯ２０５５．

２８７

－２８７

２０９１＊

-２０９１．

カウンセラー 電気技師

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ３．３９１噸＊－１．５６Ｂ

ＮＯ‐３．３９１＊率１５６８

-１．９５３

１９５３

ＹＥＳ‐２５０３蝋l１１１

ＮＯ２５０３．‐１．１１１

１．５０５

－１．５０５

看護婦(±） 自動車整備士

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ２８７６率幸一ｌ５Ｂｇ

ＮＯ‐２８７６＊噸１．５８９

-１．３０２

１．３０２

ＹＥＳ‐２．８９９…

ＮＯ２８９９“

５２８

－５２８

２．７８１．＊

－２．７８１幹

精神科ケース・ワーカー 機械技師

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳａ４７３＊準一２．１５８掌－１．２４５

Ｎ０‐３４フ３寧寧２］５８＊１２４５

ＹＥＳ‐２６５３…

ＮＯ２６５３秤

ＳＯ７

－ＳＯ７

１．９６４＊

－１．９６４＊

薬剤師 写真家

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ２．７６４鉢－１．７９Ｏ

ＮＯ‐２７６４…１７９０

-．８９１

．８９１

YＥＳ２６５６＊率一ａｌ２２．＊１．０６Ｂ

ＮＯ‐２６５６＊掌３］２２寧掌－１０６２

理学療法士 福祉事務所所長

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲

ＹＥＳ３．１４２率＊‐３０１４本車

ＮＯ‐３１４２率葬３０１４噸翠

８２６

－．３２６

ＹＥＳ１７１５

Ｎ０‐１．７１５

１０５０

－１０５０

－３．５０９噸、

３．５０９．輪

ディーゼル機関士社会科教師

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲
-１２３４

１．２３４

２５０７戦

-２５０７．

ＹＥＳ

ＮＯ

-．６７９

６７９

ＹＥＳｌ７Ｂ２

ＮＯ‐１７６２

－２５５０率１．３５９

２．５５０軍－１３５９

音楽家発破係

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲
２４５６．

－２４５６＊

-１２９７

１．２９７

YＥＳ

ＮＯ

-５６４

．５６４

ＯＯＯ

ＯＯＯ

－１９８２＊２７１２＊率

１ｅＢ２準一２７１２．＊

ＹＥＳ

ＮＯ

新聞記者国語科教師

障害健常弱視全盲障害健常弱視全盲
-２．３７２．１．７９４

２３フ２＊‐1７９４

YＥＳｌ２００

ＮＯ‐１２００

YＥＳ２．９０６＊＊‐２．６９４．＊

ＮＯ‐２９０６＊＊２．６９４噸＊

］７４

－．１７４

．：ｐ＜０５．率寧：ｐ＜０１

４．考察

本研究は、視覚という主：

場合、個人的な経験、或い

統計的に有意な相関は現実的と研究的尺度の相関であっ

た。傾向尺度においては、自己統制と他尺度との間で、

正の相関が見られた。更に、黙従反応は、,慣習的尺度を

除く興味領域の五尺度と正の有意な相関を示した。

本研究は、視覚という主要な情報入力源に障害がある

場合、個人的な経験、或いは、様々な偶然が影響を及ぼ

す職業に対する興味・関心が異なるか否かを検討するこ

とを目的とした。
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表４分散分析結果
表３１１尺度の平均と標準偏差

現実的興味領域尺度
Ｍｅａｎ ＳＤｎ

自由度平方和平均平方Ｆ常
視
盲
常
視
盲

健
弱
全
健
弱
全

２．２８３

３０１１

３６９６

ａ７８３

ａ４２７

ａ３７７

２
１
３

９
９
２

２３．４１７２．３６２

９９１４

群

誤差

２

２０３

４６．８３４

２０１２．５１１

現実的

研究的興味領域尺度４．１８５

３０６６

３５２２

ａ６１ｇ

ａ６６ｇ

ａ３８３

２
１
３

９
９
２研究的 自由度平方和平均平方Ｆ

５７．５０２

２６５５．２０２

2８．７５１２.］９８

１３０８０

群

誤差

２

２０３

健常

弱視

全盲

６．７９３

３４２９

３３９１

３．６５１

３２５６

２．３１１

２
１
３

９
９
２社会的 社会的興味領域尺度

自由度平方和平均平方Ｆ

５７９０６８２８９．５３４２５．７２４＊＊

２２８４８４０１１２５５

群

誤差

２

２０３
健常

弱視

全盲

２．３５９

２９１２

３２６］

２．６７ｓ

３２５８

３３２０

２
１
３

９
９
２慣習的

慣習的興味領域尺度

臼FFl唐平方和平均平方Ｆ健常

弱視

全盲

２６６３

２．７１４

２６５２

２９８４

２８３３

２．４４２

２
１
３

９
９
２

１１０２１１２０９

９．１１８

群

誤差

２

２０３

２２．０４２

１８５０．８９５

企業的

企業的興味領域尺度健常

弱視

全盲

３７３９

３１４３

４．８２６

３．８００

３２７１

４．０９７
２
１
３

９
９
２芸術的 自由度平方和平均平方Ｆ

群

誤差

０．１４７

１６６４３４３

００７４０．００９

８］９９

２

２０３

健常

弱視

全盲

９．５８７

８８６８

８．３９１

４０６９

４．７３３

４．４４９

２
１
３

９
９
２自己統制 芸術的興味領域尺度

臼FRI宮平方和平均平方Ｆ

群

誤差

２

２０３

５５．３７２

２６４６．１８６

２７．６８６２．１２４

１３．０３５
健常

弱視

全盲

３．７２８

５．４６２

５．４３５

２２７８

２．６４７

２８２６

２
１
３

９
９
２男性一女'性

自己統制傾向尺度

自由度平方和平均平方Ｆ健常

弱視

全盲

６．９４６

６６０４

６０８７

２．７４３

２．６８７

２５７５

２
－
３

９
９
２

群

誤差

３７９９４

３９５８．２００

１８９９７０．９７４

１９．４９９

２

２０３

地位志向

男性-女性傾向尺度健常

弱視

全盲

６０９８

７．３５２

６．８２６

３８６５

３５０４

２８３９

２
－
３

９
９
２希有反応 自由塵平方和平均平方Ｆ

群

誤差

２

２０３

１５２．０１６

１２７８４７４

７６００８１２０６ｓ率中

６．２９８

健常

弱視

全盲

９．４５７

７．７３６

９４３５

５．８］７

５０００

５．３８４

２
１
３

９
９
２黙従反応

地位志向傾向尺度

自由度平方和平均平方Ｆ

群

誤差

７．５１４１．０３０

７２９２

２

２０３

１５．０２７

１４８０．３１３

視覚障害者の職業興味については、所属する学科と職

業興味との関係というような観点から検討を行ってきた

が､２１、一方で、視覚障害者における移動や文字情報の獲

得の困難さ・制限から生じる経験不足、正確な知識、或

いは、無意識に入力されるべき様々な視覚情報の少なさ

が、職業興味を狭いものにしているのではないかという

疑問から、本研究の目的が設定された。

目的の検討には、三つの測度を用いた。各職業に対す

る興味の有無、１１の尺度に対する尺度点、そして、尺度

間の相関である。

職業に対する興味の有無については、２８の職業に関し

て、健常群、弱視群、全盲群の間で関心・興味を示す人

数の偏りが見られた。

２８種の職業について検討すると、視覚障害二群に比べ

健常群で有意に興味の高い解答を示したのは12種あっ

たが、幼稚園教員、言語治療士、カウンセラー、ソーシ

希有反応傾向尺度

自由度平方和平均平方Ｆ

群

誤差

２

２０３

７２１４４

２３１２．１７１

3６．０７２３．１６７＊

１１．３９０

黙従反応傾向尺度

自由度平方和平均平方Ｆ

群

誤差

２

２０３

１４９．５８４

５９６６１４９

7４．７９２２．５４５

２９３９０

＊：ｐ＜０５．＊＊：ｐ＜０１

ヤルワーカーなど、多くは福祉､教育関係の職業であり、

この様な領域における健常者と視覚障害者の関心の高さ

の違いが顕著である。

一方、視覚障害群で高い値を示したのは7種で、マッ

サージ師、オペレーター、各種技師などであり、上記の

他者を指導したり、相談にのったりと言う職業に対して、

個人の技能を尊重し、対処の仕方の明確な職業への興味
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表５１１尺度間の相関(健常群）

社会的慣習的企業的芸術的自己統制男性一女'性地位志向希有反応黙従反応現実的

１０００

．６５３＊＊

．３１５＊＊

、ＳＳＳ＊＊

４６１＊＊

、４１４＊＊

－５４４＊＊

、１４４

－．０７１

－．０７０

．５７９＊＊

研究的

１０００

．３５１＊＊

２４８＊

、４２ｓ＊＊

．４１９＊＊

－４６４＊＊

．１９８

．２１９本

－．１４１

．６６６＊＊

現実的

研究的

社会的

慣習的

企業的

芸術的

自己統制

男'性一女'性

地位志向

希有反応

黙従反応

１．０００

．３３７＊＊

、４４９＊＊

２９６＊＊

-.１６２

－２２４＊

２００

．００８

．４９５＊＊

１．０００

．５１４＊＊

、３１９＊＊

－．１３４

．１１９

－．０５１

．２２３＊

．３３１＊＊

１０００

．３９０鉢

－．３３３＊＊

、１２５

－．００１

．０２４

．６２７＊＊

１０００

－．２４９＊

-．０１１

．１１６

－．１１２

．５４９．＊

１０００

．３４１＊＊

、４３１＊＊

、４００＊＊

-.397＊＊

’０００

．４９０＊＊

２５２＊

０２９

１０００

．０７６

．１５９

１．０００

‐］７１１０００

*:ｐ＜０５．＊＊：ｐ＜０１

表Ｇ１］尺度間の相関(弱視群）

社会的慣習的企業的芸術的自己統制男性-女性地位志向希有反応黙従反応現実的

１０００

．５０８＊＊

８７９件

、４９４＊＊

４７４＊＊

４１０＊＊

-299＊＊

ａ５０＊＊

］ＯＢ

０４４

．６０７＊＊

研究的

１０００

．５６６＊＊

、４８１本＊

、３６１＊＊

、４８６＊＊

－２８０本＊

、１１８

．１０５

－０５６

．６３１＊＊

現実的

研究的

社会的

慣習的

企業的

芸術的

自己統制

男性‐女性

地位志向

希有反応

黙従反応

１０００

．４ｓＯ＊＊

ＢＳＳ＊＊

４５８＊＊

-.117

-.１５０

．２０８＊

、１４３

．ｓ１２＊＊

１０００

．ｓ２７＊＊

２８４＊＊

－．０８７

．２５５＊

］１４

．２３１＊

、４６０＊＊

１０００

．４２６＊＊

－．１６９

．２２２

．１２１

．０４５

．５３０＊＊

１０００

－２１９＊

・Ｃｅ０

．１１３

－０８７

．６６６＊＊

１．０００

．３６１＊＊

、５１６＊＊

、５２３＊＊

－．３０２＊＊

１０００

．４１８＊＊

・ａｇｏ＊＊

、１３３

１０００

．２２９＊１０００

．２４２＊‐ＯＢｇｌＯＯＯ

＊:ｐ＜０５，＊＊：ｐ＜０１

表７１１尺度間の相関(全盲群）

社会的慣習的企業的芸術的自己統制男性-女性地位志向希有反応黙従反応現実的

１０００

．４７２＊

２７２

．３４８

．２９０

．６１７＊＊

－．２７６

．１９１

－２０１

－．０２５

．５フＢ＊＊

研究的

１０００

．３４５

．１２１

．２４９

．５２２＊＊

－．２０１

－,１８２

－０９９

０８１

．５９３＊＊

現実的

研究的

社会的

慣習的

企業的

芸術的

自己統制

男'性‐女性

地位志向

希有反応

黙従反応

’０００

．３７１

．５４９本＊

、３８７

－３６５

－．３２７

－２７３

-０３１

．６０７＊＊

１．０００

．５２２＊＊

．１１０

－．１００

．１６７

－．０６１

－．０２４

３２１

1．０００

．２０７

－．３３８

０２９

－０８９

．１０９

．５５１＊＊

１０００

－.２６５

－．１１９

－．２９６

－．４２９＊＊

７２９…

１０００

．５３５＊＊

、５９６＊＊

８４８

－．５６０＊＊

１０００

．５３８＊＊

、１７４

－．３１８

’０００

．２８２

－２４ｓ

１０００

‐２８０１０００

*:ｐ＜､０５．＊＊：ｐ＜０１

１１の尺度についてみると、３つの尺度で群間の違いが

見られた。社会的興味領域尺度では、健常群と視覚障害

二群との間で見られ、前者で高い値を示した。この社会

的興味領域尺度は、人に接したり、奉仕したりする仕事

や活動に対する好みや関心を示しており、前述の考察を

裏付ける結果となっている。近年、各地のボランティア

活動などでは、障害者がボランティアを受ける側から提

供する側へという変化も見られており、職業選択におい

ても、福祉に世話になる側から提供する側へという意識

の変化が欲しいところである。なお、どの尺度において

も、視覚障害二群間で統計的に有意な差は認められなか

った。

更に、これら１１尺度の相関について検討を行った。

先行研究で、興味領域六尺度間の相関は高いことが報告

が高いことを示した。技術を持ち、出来るだけ早く職業

自立をという考えの現れと推測できる。

これら２種に対し、三番目に分類された職業は、視覚

障害者の中で、興味が別れたものである。しかしこれら

については、残差分析において、数値及びその正負にお

いて、健常群と視覚障害二群とに分けることが出来なか

ったものであり、統計的に多くは、健常群と全盲群、健

常群と弱視群というように分類できるものである。統計

的に全盲群と弱視群の好みの違いが有意な職業は発破係

のみである。５％水準で全盲群の関心の高さが示された。

理由は必ずしも明確ではないが、実際に自分が就きたい

職業としてではなく、興味を持った職業として捉える必

要があろう。或いは、日常的に聞き慣れない職業に対す

る好奇心が数値となって生じたことも考えられる。
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されており'１、本研究においてもこれらと一致した。特

に、健常、弱視両群は、統計的にも、有意な高さを示し

た。一方、全盲群では数値的には、他二群と相関の高さ

が変わらないものもあったが、データ数が少ないことか

ら、統計的な有意差は示さなかった。この点に関しては、

データ数を更に揃える必要があるが、全三群ともに正の

相関を示したことは、六尺度から見た場合、興|床・関心

という心理的特性について、基本的に三群間には違いが

ないことを示す結果であろう。

以上をまとめると、いくつかの職業に関しては、健常

群と視覚障害二群との間に、興味・関心の高さに違いが

見られた。視覚障害者においては、特に、福祉、教育な

どに関わるものへの興味が低く、逆に職業自立に直接的

に関わるような職業への関心が強く、これは、社会的興

味領域尺度の得点の低さに反映されていた。視覚障害群

内では、弱視と全盲の間に違いは見られなかった。

これらに関わらず、職業に対する心理特性の内的構造

を尺度間の相関としてみたとき、三者間に際立った違い

は認められなかった。
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